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立川市教育だより

教育だよりの『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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た
ち
か
わ
市
民
交
流
大
学
（
以
下
「
市

民
交
流
大
学
」
）
は
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
り
運
営
を
行
う
総
合
的
な
学

習
機
構
で
、
講
座
や
教
室
の
企
画
・
運

営
な
ど
、
学
習
機
会
の
提
供
を
市
民
の

参
画
と
全
庁
的
な
連
携
の
も
と
に
、
総

合
的
・
体
系
的
に
提
供
し
て
い
く
も
の

で
す
。

　
市
民
交
流
大
学
に
は
、
統
括
・
総
合

調
整
機
関
と
し
て
、
市
民
と
行
政
で
構

成
す
る
企
画
運
営
委
員
会
を
設
置
し
、

そ
の
下
に
、
市
民
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
組
織
を
設
け
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
（
左
図
）
。

　
学
習
機
会
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
こ

の
他
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
市
民
活
動
団

体
、
大
学
、
民
間
企
業
な
ど
と
も
連
携
・

協
働
し
て
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
各
講
座
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

や
意
図
、
対
象
な
ど
に
応
じ
て
、
各
地

域
学
習
館
（
１０
月
か
ら
公
民
館
を
転
用
）

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
施

設
に
お
い
て
、
最
も
効
果
的
な
方
法
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
市
民
交
流
大
学
（
仮
称
）
市
民
推
進

委
員
会
準
備
委
員
会
で
の
検
討

　
市
は
、
昨
年
７
月
に
市
民
推
進
委
員

会
の
組
織
化
に
向
け
た
準
備
委
員
会
を

市
民
公
募
に
よ
り
設
置
し
、
１２
月
か
ら

は
、
「
総
務
」
「
情
報
・
広
報
」
「
講

座
」
と
い
っ
た
分
科
会
を
設
け
な
が
ら
、

報
告
書
を
ま
と
め
、
３
月
２４
日
（
土
）

中
央
公
民
館
に
て
開
催
さ
れ
た
市
民
交

流
大
学
の
開
講
に
向
け
た
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
あ
な
た
が
主
役
の
市
民
交
流
大

学
〜
立
川
か
ら
発
信
す
る
未
来
〜
」
の

中
で
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
分
科

会
で
の
検
討
概
要
は
下
表
の
通
り
。

●
市
民
交
流
大
学
市
民
推
進
委
員
会
で

の
活
動

　
４
月
に
募
集
が
行
わ
れ
た
市
民
組
織

と
な
る
市
民
推
進
委
員
会
は
、
昨
年
度

の
準
備
委
員
会
で
の
報
告
内
容
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
１０
月
開
講
に
向
け
、
講
座

の
企
画
運
営
や
情
報
の
収
集
・
提
供
、

広
報
、
組
織
運
営
な
ど
に
つ
い
て
、
市

と
連
携
し
な
が
ら
具
体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
主
な
今
後
の
予
定
は
、
下
記
の
通
り
。

　
ま
た
、
市
民
交
流
大
学
が
開
講
す
る

１０
月
か
ら
は
、
公
民
館
を
地
域
学
習
館

に
転
用
し
、
生
涯
学
習
に
お
け
る
地
域

の
拠
点
施
設
と
し
て
の
位
置
付
け
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
施
設
利
用
に
関
す

る
規
制
緩
和
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
市
民
交
流
大
学
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
は
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
（
中

央
図
書
館
４
階
）
、
公
民
館
、
図
書
館

で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
１
面
タ
イ
ト
ル
右
）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
（
５
２

７
）
５
７
５
７

問

　
い
じ
め
は
人
権
侵
害
で
あ
り
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る
と
の
認
識

の
も
と
、
立
川
市
で
は
、
い
じ
め
を
解

消
す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
全
小
・
中
学
校
で
「
い
じ
め
解

消
旬
間
」
を
設
け
、
い
じ
め
の
早
期
発

見
・
早
期
解
消
を
図
る
具
体
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
教
育
委
員

会
で
も
、
学
校
が
活
用
で
き
る
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
立
川

市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
全
員

に
、
「
い
じ
め
の
悩
み
相
談
レ
タ
ー
」

を
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
周
囲
の
大

人
や
友
だ
ち
に
相
談
で
き
な
い
い
じ
め

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
ど
も
の
声
を
、

立
川
市
教
育
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
が
受
け
止
め
、
学
校
等
と
連
携
し
て

そ
の
解
消
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
取
り

組
み
で
す
。
所
定
の
用
紙
に
悩
み
ご
と

等
の
内
容
を
書
い
て
ポ
ス
ト
に
投
函
す

れ
ば
、
教
育
委
員
会
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
本
部
に
手
紙
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
が
、
互

い
に
認
め
合
い
支
え
合
う
良
好
な
人
間

関
係
を
築
き
な
が
ら
、
安
心
し
て
豊
か

な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
立
川
市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後

も
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
が
共
に
生
き
、
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
「
特
別
支
援
教
育
」
が
、
平

成
１９
年
度
４
月
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

立
川
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
１８
年

１１
月
に
、
『
立
川
市
に
お
け
る
特
別
支

援
教
育
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
』

を
取
り
ま
と
め
、
今
後
の
段
階
的
な
取

り
組
み
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

１９
年
３
月
２６
日
に
は
、
立
川
第
六
中
を

会
場
と
し
て
保
護
者
対
象
の
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
現
在
、
市
内
小
・
中

学
校
に
お
い
て
、
特
別
支
援
教
育
に
関

す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

★
特
別
支
援
教
育
の
実
施
に
向
け
て「
学

校
教
育
法
」
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

主
に
次
の
点
が
変
わ
り
ま
す
。

漓 

今
ま
で
の
「
盲
・
ろ
う
・
養
護
学

校
」
が
、
法
令
上
「
特
別
支
援
学
校
」

に
変
わ
り
ま
す
。

滷
今
ま
で
の
「
心
身
障
害
学
級
」
は
、

「
特
別
支
援
学
級
」
に
な
り
ま
す
。

澆 

小
・
中
学
校
で
、発
達
障
害
の
あ
る

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
適
切
な
教
育

を
行
う
こ
と
が
、規
定
さ
れ
ま
し
た
。

潺 

立
川
市
内
に
在
住
し
て
い
る
都
立

特
別
支
援
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
・

生
徒
が
、
希
望
に
よ
り
住
ん
で
い

る
地
域
の
小
・
中
学
校
に
副
次
的

な
籍
（
副
籍
）
を
も
ち
ま
す
。
そ

し
て
、
学
校
・
学
級
便
り
の
交
換
、

行
事
等
に
お
け
る
交
流
を
通
じ
て
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
・
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
平
成
１９１９
年
４
月
よ
り

年
４
月
よ
り

　
　
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た

　
　
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た

平
成
平
成
１９１９
年
４
月
よ
り

年
４
月
よ
り

　
　
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た

　
　
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た

平
成
１９
年
４
月
よ
り

　
　
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た

〜
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
滷
〜

　
市
は
、
５
月
に
発
足
し
た
市
民
推
進
委
員
会
と
協
働
の
も

と
、
た
ち
か
わ
市
民
交
流
大
学
の
１０
月
開
講
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
や
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
、
今
後
の
予
定
な
ど
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

た
ち
か
わ
市
民
交
流
大
学
と
は

組
織
や
学
習
機
会
提
供
の
担
い
手

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

今

後

の

予

定

６月
８月末
９月末
10月

11月

企画運営委員会の設置
広報特集号発行、受講者募集開始
開講市民フォーラム
たちかわ市民交流大学開講
企画運営委員会公募委員募集
評価委員会委員募集
団体企画型事業の募集
公民館を地域学習館に転用
評価委員会の設置

今後の予定

市民交流大学の統括、講座事業
等の総合調整・推進機関。公募
委員の募集は10月ごろを予定

市民のみで構成する講座の企画・
実施を担う市民参画組織。4月に
募集を行い、5月より始動。

行政の企画講座の調整を担う全
庁的・横断的な行政組織

市民交流大学事業の実施状況や進捗管理を
評価する組織。委員の募集は10月ごろを予定

企画運営委員会

市民推進委員会

庁内調整委員会

評価委員会

たちかわ市民交流大学の運営組織

市民推進委員会の組織や運営のあり方などの検討を行い、「市
との協定書による協働関係の明確化」「運営総括のための『運
営委員会』を設置。その下に『講座事業部』『情報・広報部』『総
務部』を組織」「運営費用は、市からの交付金や講座受講料な
どを充てる」など、推進委員会が設置される際に必要となる事項
について規約（案）と規約運用細則（案）、組織図（案）というか
たちで、報告をまとめています。

「情報の収集・提供」と「学習相談」を中心に検討を行いました。
市民が取り組む課題と市が担うべき責任とが密接であることを
踏まえ、市民と市が協働で取り組むべき『市民交流大学の情報・
広報として目指すべき方向性』と、「広報紙などの市との役割分
担の明確化」や「さまざまな学習機関とのネットワークの形成」と
いった『市民推進委員会の第一歩』となる当面の取り組みとに
分けたまとめを行っています。

市民推進委員会が実施する講座テーマを中心とした検討のほか、
講座の企画・実施のあり方などの意見交換も行いました。講座
のテーマでは、市民推進委員会が取り組むべき大きなテーマとし
て、身近なところから立川を学ぶ「立川学」という考え方を提唱し、
これを基本に考えた「歴史・民俗」「教育」「地方財政」「地域」
「環境」「国際」「福祉」「防災・安全」といった柱を設けてテー
マ例の取りまとめを行っています。

検　討　概　要

総
　
務

情
報
・
広
報

講
　
座

※くわしくは、市のホームページ等をご覧下さい。

３月２４日　市民フォーラム
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立
川
市
立
小
・
中
学
校
で
は
、

教
員
の
授
業
力
を
高
め
る
と
と
も

に
、
教
育
の
充
実
や
子
ど
も
た
ち

の
学
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
全

学
校
で
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善

を
図
る
教
育
研
究
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
１９
年
度
は
、
東
京
都
の
研

究
指
定
を
１
校
、
立
川
市
の
研
究

指
定
を
２８
校
が
受
け
て
お
り
、
そ

の
内
の
１７
校
が
研
究
発
表
会
を
実

施
し
ま
す
。

　
教
員
対
象
の
研
究
発
表
会
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
教
育
活

動
を
知
り
、
授
業
や
協
議
会
を
通

し
て
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
様
子

や
教
員
の
取
り
組
み
の
工
夫
を
知

る
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
参
加
も
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
立
川
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
教
員
の
授
業

力
を
高
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
、

様
々
な
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
若
手
の
先
生
方
の
研
修
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
新
規
採
用
の
教
員
は
、
一
年
間
「
初

任
者
研
修
」
を
受
講
し
て
い
ま
す
。
教

育
公
務
員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
、
服

務
に
つ
い
て
理
解
し
、
授
業
づ
く
り
の

実
際
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
実
技

演
習
を
行
っ
た
り
、
人
権
教
育
に
つ
い

て
学
ん
だ
り
し
て
、
幅
広
く
授
業
力
を

高
め
て
い
ま
す
。
採
用
後
２
年
目
、
３

年
目
の
教
員
に
対
し
て
は
、
「
２
・
３

年
次
授
業
力
向
上
研
修
」
と
し
て
、
市

内
の
経
験
豊
富
な
先
生
の
授
業
を
参
観

し
、
日
ご
ろ
の
自
分
の
授
業
を
振
り
返

り
、
公
開
授
業
を
行
い
、
講
師
の
先
生

か
ら
指
導
を
受
け
授
業
力
を
高
め
る
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
採
用
後
四
年
目

の
教
員
は
、「
４
年
次
授
業
観
察
研
修
」

に
取
り
組
み
、公
開
授
業
を
数
回
実
施

し
、採
用
か
ら
４
年
間
、
授
業
力
向
上

に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を
発
揮
し
ま

す
。

　
こ
の
他
に
も
、
経
験
豊
富
な
教
員
の

授
業
を
見
合
う「
授
業
力
ア
ッ
プ
研
修
」、

各
界
の
専
門
家
か
ら
学
ぶ
「
達
人
に
学

ぶ
サ
マ
ー
デ
イ
ズ
研
修
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
マ
イ
ス
タ
ー

事
業
」
と
し
て
、
小
学
校
の
経
験
豊
富

な
教
員
が
、
主
に
若
手
の
教
員
の
授
業

を
参
観
し
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
で
も
様
々
な
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
立
川
市
で
は
今
後
も
さ
ら

に
こ
の
よ
う
な
研
修
を
実
施
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
よ

う
に
、
教
員
の
授
業
力
を
高
め
る
こ
と

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

～平成19年度教育研究発表会の紹介～ 市民の皆様もぜひご参加ください!

　
授
業
中
の
発
言
や
議
論
を
活
発
に
す

れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
互
い
に
深
く
考

え
合
い
、
学
び
を
よ
り
確
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
本
校
で
は
、

学
習
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め

る
研
究
を
進
め
、
特
に
①
自
分
の
考
え

を
明
確
に
す
る
段
階
、
②
そ
の
考
え
を

伝
え
合
う
段
階
、
③
自
分
の
考
え
を
見

直
し
深
め
る
段
階
の
、
３
ス
テ
ッ
プ
を

大
切
に
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。 

自

分
の
意
見
を
は
っ
き
り
言
え
、
真
剣
な

話
し
合
い
に
夢
中
に
な
る
子
ど
も
で
い

っ
ぱ
い
の
教
室
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

第
一
小
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
２２
日
発
表
）

深
め
合
い
高
め
合
え
る

　
　
　
　
学
習
集
団
を
目
指
し
て

　
子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
力
を
は
ぐ
く

み
自
尊
感
情
を
高
め
る
た
め
、
校
内
共

通
の
学
習
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
、
子
ど
も
た
ち
は
８
時

１５
分
ま
で
に
登
校
を
終
了
し
、
１５
分
の

朝
読
書
で
一
日
を
静
か
に
始
め
ま
す
。

ま
た
、
毎
朝
１０
分
間
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

タ
イ
ム
を
設
定
し
、
読
み
、
書
き
、
計

算
な
ど
に
特
化
し
た
、
学
習
の
「
土
台

と
な
る
力
」
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
通
常
の
学
習
で
は
、
自
ら
の
考

え
を
持
て
る
子
ど
も
を
育
て
よ
う
と
、

授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
で

校
内
共
通
の
学
習
体
制
づ
く
り
を
推
進

第
七
小
学
校

（
平
成
１９
年
１０
月
１９
日
発
表
）

　
本
校
が
学
習
支
援
を
導
入
し
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
多
大
な
る
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
今
年
で
１０
年
目
に

な
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
児
童
の
主
体

的
な
学
習
に
つ
な
が
る
学
習
支
援
へ
と

改
善
を
加
え
ま
し
た
。
試
み
と
し
て
、

高
学
年
や
専
科
の
授
業
に
も
対
象
を
広

め
、
保
護
者
以
外
の
方
々
や
教
職
経
験

者
の
方
々
に
も
支
援
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
、

よ
り
児
童
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
学
習

支
援
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

個
に
応
じ
た
学
習
支
援
の
あ
り
方

〜
学
習
支
援
導
入
十
年
目
の
検
証
〜

第
九
小
学
校

（
平
成
１９
年
１１
月
９
日
発
表
）

　
本
校
は
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
究
推
進
校
と
し

て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｊ
Ｔ
と

は
、
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
こ
と
で
、
職
場
で
の
研
修
の
こ

と
で
す
。
若
い
教
師
が
多
い
本
校
で
は

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

Ｏ
Ｊ
Ｔ
」
を
合
い
言
葉
に
、
確
か
な
学

力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
の
で
き
る
授
業
を

目
指
し
て
研
修
を
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
、
授
業
力
向
上
の
話
し
合
い
の
場

面
も
公
開
し
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
様
々

な
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

授
業
力
向
上
を
目
指
す

　
　
　
　
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
進
め
方南

砂
小
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
２９
日
発
表
）

　
本
校
は
今
年
度
の
校
内
研
究
テ
ー
マ

を
「
学
ぶ
楽
し
さ
　
分
か
る
喜
び
」
〜

学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
算
数
科
学
習
指
導

の
工
夫
〜
と
設
定
し
ま
し
た
。
「
分
か

る
、
で
き
る
」
こ
と
が
実
感
で
き
る
こ

と
に
よ
り
、
考
え
る
力
や
自
ら
学
ぶ
意

欲
が
高
ま
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た

め
の
学
習
の
基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け

る
学
習
指
導
の
あ
り
方
を
追
究
し
て
い

き
ま
す
。
特
に
算
数
科
の
学
習
を
通
し

て
、
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
、
教
具

等
の
開
発
を
行
な
い
、
教
員
の
授
業
力

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学
ぶ
楽
し
さ
　
分
か
る
喜
び

〜
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
指
導
の
工
夫
〜

幸
小
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
７
日
発
表
）

　
昨
年
度
は
、
児
童
の
実
態
を
把
握
し

て
課
題
を
追
求
し
、「 

話
す
・
聞
く 

」の

領
域
を
中
心
に
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
同
じ
テ
ー
マ
で

国
語
科
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
重
点
を
、
①
合
言
葉
を
決
め
て
保

護
者
・
地
域
に
も
広
め
て
い
く
②
学
校

全
体
で
「
話
し
方
・
聞
き
方
」
の
ル
ー

ル
を
作
り
日
々
の
活
動
に
生
か
し
て
い

く
、
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
、
児
童
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
家
庭
や
地

域
と
連
携
し
て
い
く
方
針
で
す
。

豊
か
な
表
現
力
の
育
成
を
め
ざ
し
て

　
〜
話
す
・
聞
く
活
動
を
通
し
て
〜

大
山
小
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
８
日
発
表
）

　
児
童
が
安
心
し
て
自
己
を
発
揮
で
き

る
学
級
・
学
習
づ
く
り
は
、
一
人
ひ
と

り
を
輝
か
せ
る
決
め
手
で
す
。
本
校
で

は
、
相
互
に
人
格
を
認
め
合
う
話
す
時

の
「
は
い
、
立
つ
、
で
す
。
」
、
聞
く

時
の
「
背
・
目
・
手
」
の
指
導
に
、
全

学
級
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の

基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
児
童
に
輝
か
せ

た
い
力
は
、
「
国
語
力
」
と
「
知
的
理

解
に
立
っ
た
運
動
技
能
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
」
で
す
。
研
究
発
表
会
で
は
、
校
庭

に
躍
動
感
溢
れ
る
姿
を
、
教
室
に
光
る

国
語
力
を
ど
う
ぞ
ご
覧
下
さ
い
。

　
少
子
化
が
進
行
し
、
他
者
と
の
葛
藤

の
中
か
ら
体
験
し
、
他
を
思
い
や
る
場

数
の
設
定
が
稀
少
化
す
る
中
、
学
校
教

育
が
提
供
す
る
集
団
活
動
の
役
割
と
責

務
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

　
整
然
と
落
ち
着
い
た
環
境
の
中
、
健

全
に
生
徒
相
互
が
切
磋
琢
磨
す
る
学
級

経
営
の
構
築
は
、
生
徒
の
社
会
性
を
育

み
、
個
々
の
学
力
向
上
に
も
資
す
る
と

考
え
、
規
律
と
秩
序
あ
る
学
校
づ
く
り

の
た
め
の
研
究
活
動
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

「
集
団
の
一
員
と
し
て
自
ら
考
え
活
動

 

で
き
る
生
徒
を
育
て
る
学
級
経
営
」

立
川
第
五
中
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
２０
日
発
表
）

  

本
校
で
は
、
情
報
化
社
会
に
適
応
す

る
能
力
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
ね
ら
い
、
国
語
科
の
「
書

く
こ
と
」
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い

ま
す
。
重
点
と
し
て
「
情
報
活
用
能
力
」

と
「
表
現
力
」
の
育
成
の
二
つ
に
取
り

組
み
、
子
ど
も
が
自
分
の
思
い
や
考
え

を
豊
か
に
表
現
で
き
る
よ
う
「
書
く
方

法
」
を
は
っ
き
り
示
し
、
「
取
材
」
「
構

成
」
「
表
現
」
「
推
敲
」
の
学
習
過
程

に
即
し
た
明
確
な
評
価
基
準
を
設
け
、

指
導
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

第
四
小
学
校

（
平
成
１９
年
１１
月
５
日
発
表
）

評
価
基
準
を
明
確
に
し
た
基
礎
・
基
本

の
徹
底
を
目
指
す
指
導 

〜
国
語
科
〜

　
本
校
で
は
「
協
働
学
習
」
の
実
践
に

よ
り
、
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
力
を
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

考
え
の
も
と
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
同
士
や
教
職
員
同
士
、

そ
し
て
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の
「
協

働
」
が
融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か

な
力
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
研
究
発
表
会

に
は
、
参
会
の
皆
さ
ま
と
の
「
協
働
」

に
よ
り
、
新
た
な
教
育
の
在
り
方
を
見

出
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

第
五
小
学
校

（
平
成
２０
年
１
月
１８
日
発
表
）

集
団
の
中
で
共
に
学
び
、

　
　
　
　
育
つ
子
ど
も
の
育
成

　
　
　
　
〜
協
働
学
習
を
通
し
て
〜

　
本
校
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
『
自

分
に
自
信
を
も
ち
、
楽
し
み
な
が
ら
人

と
か
か
わ
る
こ
と
の
で
き
る
児
童
の
育

成
』
を
目
指
し
、
英
語
活
動
を
通
し
て
、

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
児
童
が
、
「
こ

れ
は
英
語
で
は
何
と
言
う
ん
だ
ろ
う
」

と
発
音
を
よ
く
聞
き
、
覚
え
た
英
語
を

家
で
使
っ
て
み
た
り
、
歌
っ
た
り
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
し
て
み
ん
な
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
目
指
す
、

「
人
と
の
か
か
わ
り
」
が
育
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
児
童
が
生
き
生
き
活
動

す
る
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｌ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ（
聞
く
）Ｔ
ｒ
ｙ
（
や
っ
て
み

る
）Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
（
楽
し
む
）

第
八
小
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
１
日
発
表
）

　
西
砂
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
・
意
欲
的
に
学
習
活
動
に
取
り

組
む
た
め
に
算
数
科
を
通
し
て
研
究
し

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
習
っ
た
こ
と
を

土
台
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
で
解
き
方

を
考
え
て
い
く
「
自
力
解
決
型
」
の
授

業
を
通
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
る

力
、
発
表
力
、
学
ぶ
意
欲
を
高
め
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
、
よ
り
深
い
教
材
研

究
を
通
し
て
、
昨
年
度
よ
り
行
っ
て
き

た
、
自
力
解
決
型
の
算
数
の
授
業
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

意
欲
的
に
課
題
に
取
り
組
み
、

自
分
の
力
で
解
決
す
る
児
童
の
育
成

西
砂
小
学
校

（
平
成
２０
年
１
月
２５
日
発
表
）

　
本
校
は
「
立
川
市
教
育
委
員
会
市
民

と
の
連
携
活
動
研
究
推
進
校
」
と
し
て
、

地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
な
が
ら
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
習
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
で
の
学
び
、
地
域

で
の
体
験
活
動
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
の
導
入
等
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

人
と
の
か
か
わ
り
を
通
し
て
豊
か
な
市

民
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
進
ん
で
人
と
か
か
わ
り
合
い
、

自
分
で
考
え
分
か
る
よ
う
な
授
業
を
目

指
し
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

豊
か
な
心
で
学
び
合
う

　
　
　
　
　
児
童
の
育
成

若
葉
小
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
１５
日
発
表
）

　
昨
年
、
本
校
に
開
設
し
た
通
級
指
導

学
級
『
は
ら
っ
ぱ
』
は
、
落
ち
着
い
て

学
習
に
取
り
組
む
の
が
苦
手
な
子
や
集

団
の
中
で
う
ま
く
行
動
で
き
な
い
子
に
、

必
要
な
支
援
を
す
る
学
級
で
す
。
本
校

は
、
そ
の
特
別
支
援
教
育
で
行
わ
れ
る

指
導
の
工
夫
を
、
各
学
級
で
の
学
習
活

動
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ど
の
児
童

も
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
む
授
業
づ

く
り
を
追
究
し
ま
す
。
国
語
科
の
「
読

む
こ
と
」
の
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図

る
こ
と
通
し
、
研
究
を
進
め
ま
す
。

豊
か
な
か
か
わ
り
を
通
し
て

　
思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も
の
育
成

松
中
小
学
校

（
平
成
２０
年
１
月
３１
日
発
表
）

　
児
童
に
『
言
語
』
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
力
を
付
け
た
い
と
い
う

思
い
の
も
と
、
昨
年
度
か
ら
、
「
人
と

の
か
か
わ
り
を
大
切
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
で
き
る
子
の
育
成
」
〜

生
き
て
は
た
ら
く
聞
く
力
・
話
す
力
を

育
て
る
指
導
の
工
夫
〜
を
テ
ー
マ
に
、

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
話
す
ス
キ
ル

を
学
ん
だ
子
が
、
場
に
応
じ
て
話
せ
た

り
、
話
し
合
う
こ
と
を
楽
し
む
よ
う
に

な
る
な
ど
、
成
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

発
表
ま
で
あ
と
５
ヶ
月
。
子
ど
も
の
変

容
が
楽
し
み
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
で
き
る
子
の
育
成

上
砂
川
小
学
校

（
平
成
１９
年
１１
月
１６
日
発
表
）

　
『
確
か
な
学
力
の
定
着
を
め
ざ
し
て
』

を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
度
か
ら
授
業
力
向

上
を
中
心
に
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
工
夫

の
あ
る
授
業
を
、
全
職
員
で
見
学
し
合

い
授
業
技
術
を
高
め
た
り
、
生
徒
の
『
分

か
ら
な
さ
』
を
理
解
す
る
た
め
に
先
生

が
生
徒
役
に
な
っ
て
行
う
模
擬
授
業
、

生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
ア

ッ
プ
の
た
め
の
、
構
成
的
エ
ン
カ
ウ
ン

タ
ー
研
修
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

『
確
か
な
学
力
の
定
着
を
め
ざ
し
て
』

　
　
〜
研
究
発
表
会
に
向
け
て
〜

立
川
第
一
中
学
校

（
平
成
２０
年
２
月
１３
日
発
表
）

　
本
校
は
、
授
業
に
前
向
き
に
取
り
組

む
生
徒
が
多
く
、
「
落
ち
着
い
た
学
校

は
授
業
か
ら
」
と
い
う
意
識
も
定
着
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
ら
学
び
考
え

る
力
、
学
ぶ
意
欲
の
育
成
を
目
指
し
、

自
己
評
価
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
を

工
夫
し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
学
習
方

法
や
目
標
を
理
解
し
、
自
ら
立
て
た
目

標
に
基
づ
い
て
自
己
評
価
す
れ
ば
、
学

習
意
欲
が
向
上
し
、
学
力
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
教
科
だ
け

で
な
く
日
常
の
学
校
生
活
に
も
取
り
入

れ
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
力
向
上
を
図
る

　
―
生
徒
の
自
己
評
価
を
通
し
て
―

立
川
第
九
中
学
校

（
平
成
１９
年
１１
月
１４
日
発
表
）

新
生
小
学
校

（
平
成
１９
年
１１
月
３０
日
発
表
）

『
居
が
い
を
実
感
し
て
一
人
一
人
が

　
輝
く
』
〜
共
に
学
び
一
人
一
人
が

　
輝
く
児
童
の
育
成
〜

学
校
の
公
開
日
程
等

＊
市
民
の
方
も
学
校
を
参
観
で
き
ま
す
。

時
間
や
内
容
等
の
詳
細
は
、
各
学
校

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

月
　
　 

日
　
　
　   

学
　
校
　       

行
事
名
称

１
金

１
金
〜
２
土

２
土

２
土

３
日

４
月

６
水

６
水
〜
８
金

７
木

８
金

９
土

１０
日

１１
月

１１
月
〜
１２
火

１２
火

１４
木

１８
月

１８
月
〜
１９
火

１８
月
〜
２２
金

１９
火

２１
木

２２
金
〜
２３
土

２３
土

２４
日

２５
月

２６
火
〜
２８
木

２７
水

２８
木

３
火
・
６
金
・
９
月

４
水

７
土

９
月
〜
１３
金

１４
土

１７
火

１８
水

４
火
〜
１４
金

１０
月
・
１１
火

１１
火

１２
水

１８
火

１８
火
〜
２１
金

２５
火
〜
２８
金

２８
金

２９
土

２
火
〜
５
金

４
木

４
木

４
木
〜
６
土

七
小
・
五
中

八
小

け
や
き
台
小

二
中
・
三
中

若
葉
小

西
砂
小

西
砂
小

松
中
小

柏
小

西
砂
小

四
中
・
六
中
・
七
中

八
中
・
九
中

柏
小

十
小

一
小

三
小

七
小

四
中

六
小

八
中

六
小

七
中
・
九
中

五
小

六
中

一
中

四
小

九
小

幸
小

松
中
小

若
葉
小
・
上
砂
川
小

四
中

南
砂
小

四
中

五
中

七
中

二
中

七
中

若
葉
小

五
中

二
中

一
中

柏
小

四
小

大
山
小

七
中

五
中

大
山
小

四
中

一
小
・
二
小
・
四
小

五
小
・
七
小
・
八
小

西
砂
小
・
松
中
小

新
生
小

六
小

幸
小

授
業
公
開

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

運
動
会

体
育
大
会

運
動
会

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

運
動
会

体
育
大
会

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

授
業
公
開

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

道
徳
公
開
講
座

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

授
業
公
開

授
業
公
開

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

運
動
会

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

授
業
公
開

授
業
公
開

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

研
究
発
表
会

音
楽
学
習
発
表
会

授
業
公
開

学
習
発
表
会

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

授
業
公
開

合
唱
祭

道
徳
公
開
講
座

道
徳
公
開
講
座

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

授
業
公
開

学
芸
会

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

研
究
発
表
会

授
業
公
開

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

研
究
発
表
会

授
業
公
開

学
芸
会

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

授
業
公
開

研
究
発
表
会

研
究
発
表
会

展
覧
会

学
芸
会

演
劇
発
表
会

音
楽
会

学
習
発
表
会

学
芸
会

道
徳
公
開
講
座

学
芸
会

作
品
展

授
業
公
開

展
覧
会

道
徳
公
開
講
座

研
究
発
表
会

授
業
公
開

授
業
公
開

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

授
業
公
開

道
徳
公
開
講
座

授
業
公
開

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室

月
　
　 

日
　
　
　   

学
　
校
　       

行
事
名
称

５
金

１０
水

１０
水
〜
１２
金

１６
火

１７
水
・
１９
金

１７
水
〜
１９
金

１８
木

１９
金

１９
金
〜
２０
土

２０
土

２２
月

２２
月
〜
２６
金

２５
木

２６
金

２７
土

２９
月

１
木

２
金

２
金
〜
３
土

３
土

５
月

５
月
〜
６
火

７
水

８
木

９
金

１０
土

１２
月

１２
月
〜
１６
金

１４
水

１６
金

１６
金
〜
１７
土

１７
土

１９
月

２２
木
〜
２３
金

２３
金

３０
金

１０
月
〜
１４
金

１２
水

１３
木

１４
金

２２
土

２５
火

三
小
・
幸
小

三
中

四
中

松
中
小

け
や
き
台
小

七
小

九
中

西
砂
小

大
山
小

一
小

六
中

柏
小

七
中

四
中

南
砂
小

五
中

三
小

ニ
中

七
中

ニ
小

三
中

八
小

八
中

柏
小

六
小
・
十
小

幸
小
・
新
生
小

一
中

四
小

大
山
小

七
中

新
生
小

九
小

六
中

け
や
き
台
小

三
中
・
八
中

六
中

七
中

九
中

上
砂
川
小

三
小

七
小

松
中
小

ニ
小

五
小

西
砂
小
・
南
砂
小

四
小

一
小

八
小

若
葉
小

四
中

新
生
小

七
中

四
中

四
小

九
中

一
中

ニ
中

五
中

七
中

１２ １１ １０

１０ 9 ７ ６
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図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
自
分
の

選
ん
だ
本
を
う
れ
し
そ
う
に
抱
え
て

く
る
子
、
お
は
な
し
会
で
絵
本
や
お

話
に
ひ
き
こ
ま
れ
、
息
を
つ
め
て
見

つ
め
る
子
、
そ
ん
な
様
子
を
見
て
い

る
と
、
「
楽
し
い
本
の
世
界
と
出
会

え
れ
ば
、
ど
の
子
も
本
が
大
好
き
に

な
る
」
と
確
信
し
ま
す
。

　
「
う
ち
の
子
は
ち
っ
と
も
本
を
読

ま
な
く
て
…
」
と
い
う
ご
相
談
も
受

け
ま
す
が
、
本
が
嫌
い
な
の
で
は
な

く
、
子
ど
も
と
楽
し
い
本
を
結
び
つ

け
る
大
人
の
働
き
か
け
が
も
う
少
し

必
要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
は
、
た
め
に
な
る
本
よ
り
も
、

そ
の
子
の
興
味
や
読
書
力
に
応
じ
た

楽
し
め
る
本
を
選
ぶ
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

楽
し
み
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
吸
収

し
て
い
く
う
ち
に
、だ
ん
だ
ん
と
読
書

力
も
つ
い
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
離
れ
や

国
語
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
国
を

あ
げ
て
、
子
ど
も
の
読
書
推
進
の
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
読
書
環
境
の
整
備
を
目

的
と
し
た
「
立
川
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
今
年

度
は
、
計
画
期
間
（
平
成
１７
〜
２１
年

度
）
の
ち
ょ
う
ど
中
間
年
で
す
。
図

書
館
で
は
特
に
学
校
の
読
書
環
境
整

備
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会
を
開
い
た
り
、

学
級
文
庫
用
に
貸
出
す
る
図
書
を
購

入
し
て
、
子
ど
も
が
楽
し
い
本
と
出

会
え
る
環
境
作
り
を
応
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
の
「
た
ち
か
わ
読
書
ウ

ィ
ー
ク
」
に
は
、
図
書
館
お
す
す
め

の
本
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
発
行
す
る

予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
子
ど

も
た
ち
の
心
に
種
を
ま
く
よ
う
な
も

の
で
す
。
す
ぐ
に
効
果
が
見
え
な
く

と
も
、
成
長
の
過
程
で
き
っ
と
一
人

ひ
と
り
ち
が
う
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
ご
家
庭
で
も
ぜ
ひ
読
書

を
話
題
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

古紙配合率70％再生紙を使用しています 問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

　
春
爛
漫
と
咲
き
誇
っ
た
白
木
蓮
の

根
方
に
馬
が
二
頭
休
ん
で
い
ま
す
。

傍
ら
に
は
古
井
戸
が
あ
り
、
草
葺
屋

根
の
家
の
戸
に
は
「
お
ん
た
や
」
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は｢

立
川

村
十
二
景｣

の
中
の｢

所
沢
街
道
八
店｣

と
題
さ
れ
た
絵
で
、
立
川
通
り
と
南

北
道
路
が
分
か
れ
る
Ｙ
字
路
に
あ
っ

た
一
膳
飯
屋
の
明
治
後
期
の
風
景
を

描
い
て
い
ま
す
。
当
時
駅
前
か
ら
こ

こ
ま
で
は
人
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

野
中
の
一
軒
家
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

絵
の
左
下
に
は
、
玉
川
上
水
か
ら
引

い
た
芋
窪
新
田
用
水
が
流
れ
て
い
ま

す
。

　
立
川
村
十
二
景
は
、
曙
町
で
あ
ず

ま
や
と
い
う
旅
人
宿
を
営
ん
で
い
た

馬
場
吉
蔵
氏
が
、
明
治
３０
年
代
の
ス

ケ
ッ
チ
を
も
と
に
昭
和
初
期
に
水
彩

画
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
市
指
定

有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
初
期
と
い
え
ば
、
時
あ
た
か
も
陸

軍
第
五
連
隊
が
立
川
飛
行
場
に
配
置

さ
れ
、
立
川
村
の
人
口
も
飛
躍
的
に

増
え
、
町
並
み
も
大
き
く
変
わ
っ
て

き
た
こ
ろ
で
、｢

此
の
十
二
景
は
時

勢
の
移
り
変
り
に
　
樹
木
建
造
物
等

が
日
ご
と
に
消
滅
し
て
行
く
の
で
　

古
い
立
川
の
姿
を
惜
み
　
な
つ
か
し

い
立
川
村
時
代
の
風
物
を
過
去
の
写

生
並
に
記
憶
を
呼
び
起
し
て
絵
い
た

も
の
で
す｣

と
い
う
文
章
が
添
え
ら

れ
て
い
て
、
当
時
の
風
景
だ
け
で
な

く
、
人
々
の
暮
ら
し
も
生
き
生
き
と

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
」
と
い
う
ス

ポ
ー
ツ
を
ご
存
知
で
す
か
？
バ
イ
ク
と

言
っ
て
も
オ
ー
ト
バ
イ
で
は
な
く
、
自

転
車
を
使
っ
た
競
技
の
ひ
と
つ
で
、
自

然
や
人
工
の
障
害
物
の
あ
る
「
セ
ッ
シ

ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
区
間
を
、
足
を
着

か
ず
に
走
行
す
る
技
術
を
競
い
合
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　
近
年
、
日
本
で
も
楽
し
む
人
が
徐
々

に
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
愛
好
者
の

一
番
の
悩
み
は
、
安
心
し
て
練
習
で
き

る
場
所
が
身
近
に
無
い
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
愛
好
者
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

と
共
に
協
働
の
事
業
と
し
て
２
年
近
い

検
討
・
準
備
を
進
め
、
よ
う
や
く
オ
ー

プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
場
所
は
錦
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の

あ
る
立
川
公
園
内
の
一
角
で
、
廃
材
等

を
利
用
し
た
初
心
者
向
け
の
練
習
コ
ー

ス
が
、
手
作
り
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
ば
」
は
誰
で
も
利
用
で
き
ま

す
が
、
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
の
練
習
を

す
る
時
は
、
次
の
点
を
守
っ
て
安
全
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
必
ず
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
け
る
。

●
初
心
者
は
経
験
者
の
指
導
を
受
け
て

　
一
緒
に
練
習
す
る
。

●
利
用
す
る
時
は
、
一
人
で
は
な
く
仲

　
間
や
家
族
と
一
緒
に
。

●
障
害
物
を
勝
手
に
動
か
し
た
り
、
改

　
造
し
た
り
し
な
い
。

●
他
の
利
用
者
が
い
る
と
き
は
、
譲
り

　
合
っ
て
利
用
す
る
。

　
　
体
育
課
（
５
３
６
）
６
７
１
１ヘルメットをつけて安全に・・

〈ひろばでの練習の様子〉

　
　
中
央
図
書
館（
５
２
８
）６

８
０
０
問

問

問

　
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
・
生
徒

の
安
全
・
安
心
な
学
校
生
活
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
「
立

川
市
立
小
中
学
校
校
舎
耐
震
化
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
小
・
中
学
校
校

舎
の
耐
震
化
補
強
工
事
を
平
成
１７
年

度
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
１９
年
度
は
、
幸
小
（
南
校
舎
）
、

若
葉
小
（
南
校
舎
）
、
南
砂
小
（
南

校
舎
）
、
け
や
き
台
小
（
第
二
期
・

南
校
舎
）
及
び
三
中(

第
一
期
・
南
校

舎
）
の
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
１９
年
度
の
工
事
が
完
了
す
る
と
、

耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ
た
２５
校
の

う
ち
９
校
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
後
の
工
事
予
定
は
、
三
小
、
五

小
、
九
小
、
大
山
小
、
二
中
、
七
中
、

九
中
及
び
三
中
（
第
二
期
）
を
２０
年

度
に
行
う
予
定
で
す
。

　
な
お
、
耐
震
補
強
工
事
は
夏
休
み

に
重
点
的
に
実
施
し
、
騒
音
や
ほ
こ

り
に
は
十
分
配
慮
を
し
て
行
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
二
中
の
校
舎
耐
震
補
強
工
事
第
二

期
（
南
側
校
舎
）
は
当
初
、
本
年
の

夏
休
み
期
間
を
中
心
に
施
工
す
る
予

定
で
し
た
が
、
耐
震
補
強
工
事
の
設

計
審
査
を
行
う
「
財
団
法
人
東
京
都

防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

耐
震
改
修
評
定
委
員
会
」
に
よ
る
評

定
に
基
づ
き
工
事
工
程
を
組
み
直
し

た
結
果
、
大
規
模
工
事
に
係
る
工
期

を
大
幅
に
延
伸
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

（
概
ね
工
事
完
了
は
１０
月
初
旬
か
ら

中
旬
ま
で
の
予
定
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度
の
施

工
で
は
校
舎
の
代
替
方
法
に
つ
い
て

十
分
な
対
応
が
確
保
で
き
な
い
こ
と

や
緊
急
避
難
的
な
方
法
で
施
工
を
強

行
す
れ
ば
、
生
徒
の
授
業
等
学
校
運

営
に
重
大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
当
該
工
事
を
１
年
繰

り
延
べ
、
平
成
２０
年
度
施
工
に
変
更

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
生
徒
、
保
護
者
並
び
に
市
民
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
誠
に

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
　
教
育
部
総
務
課
　
内
線
３
３
４

　
立
川
市
教
育
委
員
会
で
は
、有
益
な

調
査･

研
究
、特
に
模
範
と
す
る
行
為
、

教
育･

文
化
の
振
興
に
お
け
る
功
績
、

体
育
そ
の
他
の
文
化
活
動
に
お
い
て

特
に
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
た
個
人
ま

た
は
団
体
を
、立
川
市
教
育
委
員
会
表

彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
基
準
と
し
て
は
、漓
市
立
学
校
の
児

童･

生
徒
が
、公
的
機
関
が
主
催
も
し

く
は
後
援
す
る
文
化
、体
育
の
全
国
大

会
出
場
や
関
東
大
会
で
入
賞
し
た
場
合
。

　
滷
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る

方
、
及
び
市
内
に
所
在
す
る
学
校
又

は
公
共
の
団
体
に
所
属
す
る
個
人
及

び
団
体
が
、
国
際
的
な
活
動
、
世
界

大
会
ま
た
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
、

全
国
大
会
入
賞
、
日
本
新
記
録
達
成

し
た
場
合
。

　
澆
そ
の
他
教
育
委
員
会
が
表
彰
す

る
の
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
業
績

ま
た
は
行
為
の
あ
っ
た
も
の
他
。

　
詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
教
育
部
総
務
課
　
内
線
４
０
９

　
八
ヶ
岳
山
荘
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
１９
年
４
月
か
ら
、
直
接
山
荘
へ

電
話
で
申
し
込
む
方
法
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

　
利
用
日
の
２
か
月
前
の
月
の
初
日

か
ら
、
蕁
０
５
５
１
―
４
８
―
２
３

０
９
へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
受
付
は
、
月
曜
日
〜
金

曜
日
の
９
時
〜
１７
時（
祝
祭
日
を
除
く
）。

た
だ
し
、
夏
季
及
び
年
末
年
始
は
、

往
復
は
が
き
で
の
申
し
込
み
で
す
。

　
使
用
料
は
、
現
地
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

　
八
ヶ
岳
山
荘
は
、
市
内
在
住･

在
勤
・

在
学
の
方
と
そ
の
家
族
や
、
市
内
団

体
の
保
養
施
設
と
し
て
、
年
間
を
通

し
て
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
（
５

２
７
）
５
７
５
７

問

●
第
二
中
学
校
校
舎
の
耐
震

　
補
強
工
事
変
更
（
お
わ
び
）

問

ね
　
か
た

と
こ
ろ
ざ
わ
か
い  

ど
う 

は
ち 

み
せ

ば
　 

ば
　
き
ち 

ぞ
う

平
成
19
年
度
立
川
市

教
育
委
員
会
表
彰
の

対
象
者
を
募
集
し
ま
す

“緑のトンネル”をくぐってご来館ください

　
奥
多
摩
街
道
か
ら

立
川
段
丘
に
沿
っ
た

坂
道
を
下
る
と
、
う

っ
そ
う
と
し
た
武
蔵

野
の
雑
木
林
が
残
る

富
士
見
緑
地
が
あ
り
、

そ
の
“
緑
の
ト
ン
ネ
ル
”

を
く
ぐ
っ
て
今
し
ば

ら
く
歩
い
て
い
く
と

歴
史
民
俗
資
料
館
が

あ
り
ま
す
。

　
資
料
館
は
、
昭
和

６０
年
１２
月
に
開
館
し
、

立
川
市
内
に
残
さ
れ

た
貴
重
な
文
化
財
資

料
を
収
集
・
保
管
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
　
皆
さ
ん
に
ご
覧
い
た
だ
け

る
よ
う
に
展
示
室
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
「
立
川
の
歴
史
」
「
立
川
の
自
然
」

「
立
川
の
暮
ら
し
と
道
具
」
の
三
つ

の
コ
ー
ナ
ー
に
は
各
種
の
資
料
が
展

示
さ
れ
、
国
宝
六
面
石
幢
や
立
川
村

十
二
景
の
レ
プ
リ
カ
、
立
川
の
昔
の

風
景
写
真
、
歴
史
年
表
、
立
川
の
史
跡
、

文
化
財
等
が
分
か
る
案
内
図
、
ラ
ウ

ン
ジ
で
は
史
跡
め
ぐ
り
や
民
俗
を
紹

介
す
る
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
体
験
学
習
室
で
は
、
昔
な

が
ら
の
料
理
づ
く
り
や
ま
ゆ
玉
飾
り
、

十
五
夜
飾
り
、
餅
つ
き
な
ど
の
体
験

学
習
が
月
一
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
資
料
館

の
職
員
一
同
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
場
所
　
富
士
見
町
３
―
１２
―
３４
（
地

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

◆
開
館
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
３０
分

◆
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
開
館
し
翌
日
が
休
館
と
な
り

ま
す
）
と
年
末
年
始

◆
電
話
　
５
２
５
―
０
８
６
０

西立川駅 JR青梅線

至青梅 至立川

昭和
記念公園

都立短期大学

農林総合研究センター

奥多摩街道

都立農業
試験場前

（坂を下る）

常楽院
卍

東京都住宅供給公社
立川富士見町住宅

新生小
至日野橋交差点→

奥多摩バイパス団地西

N

文

ろ
く
め
ん 

せ
き 

と
う


